
 

 

 

 

 

 

 

  

  
ホームタウン明科 自然観察講座 開講式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
自然観察講座の開講式が行われました。 

自然観察講座の趣旨や日程説明のあと、ツキノワグマの

生態や対処法について学習しました。 

自然観察を行うには、クマやハチ、ヘビなどの生態を知

り、身を守ることも大切。 

 基礎知識を身につけて、怖がりすぎず、油断せず、身近

な自然のなかに飛び込んでいってほしいものです。 

 

長峰山での自然観察 
 
地元の山、「長峰山」を自然観察しながら登りました。 

登山道周辺に生育するスイカズラやヤマウルシなどを観

察したほか、松くい虫被害林の倒木の危険性や植生の変

化、人々の暮らしと山の関わりについて説明を受けました。 

山頂の草原には全国的にも珍しい生きものものが生息して

いるけれど、しっかりと草原を管理していくことが必要。身近な

山を大切にしていってほしい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
ぬかくどを使ってご飯を炊こう 

  
ぬかくどを使って美味しいご飯を炊いて食べました。 

精米時にできる「もみ殻」は普段であれば捨ててしまいま

すが、これを利用してお米を炊きます。この際に生じる「燻

炭」は畑に撒くと肥料になり、虫も寄ってこないと一石二鳥。 

資源を余すことなく有効活用する先人の知恵を自分の舌で

感じて大満足でした。 

 

 

 
長峰山での昆虫と植物観察 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
長峰山山頂で昆虫と植物の観察を行いました。 

クワは明治以降の近代化と経済成長を支えた植物で、熟

した果実は格好のおやつでした。オオルリシジミの食草であ

るクララは、昔はウジ殺しとして利用された。ウラギンヒョウ

モンは草地を好む種であり、環境の保全が大切。ツマグロヒ

ョウモンは南方系のチョウ。かつては見られなかったが、温

暖化の影響により近年は普通に見られるようになりました。 

 第１回 
安曇野環境市民ネットワーク座長 
NPO法人信州ツキノワグマ研究会  第２回 

特定非営利活動法人 
森倶楽部２１ 

 第３回 
特定非営利活動法人 
安曇野ふるさとづくり応援団 

平成３０年度 ホームタウン明科 自然観察講座 

 第４回 三郷昆虫クラブ 

明科中学校にて実施した総合の時間「ホームタウン明科」の自然観察講座では、安曇野環境市民ネットワーク加入団体

の皆様に講師をお務めいただき、次の世代を担う子どもたちへの環境学習にご尽力いただきました。 
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平成 30年 11月発行 

安曇野環境市民 
ネットワーク通信 



  

   
マイ箸づくり体験 

箸入れ・箸袋づくり体験 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

端材を活用したマイ箸づくりと、不要になったハンカチや

包装紙を用いた箸入れ・箸袋づくりを行いました。 

苦労してつくったグッズは、味があって愛着がわきます。 

限られた資源を有効活用すること、安易に捨てずに３Ｒを

行うことが、巡りめぐってどこかの地域の森林保護や環境保

全に繋がる。身近なものを大切にする意識を持ってほしい。 

 

地球温暖化についてみんなで考えよう 
 
DVDなどを使用して、地球の未来（気温上昇、大雨によ

る被害や農作物への影響）について学びました。地球環

境はガラスのように脆く、壊れやすい。誰かに期待するの

ではなく、自分ができることを考え実践すること必要です。 

続いて、COOL CHOICEの選択肢を話し合って発表。

今できること、今後やっていくべきことに分類。未来に向け

て着実に取り組んでいってほしいものです。 

 

  

 
身近な生きもの調査と生物多様性 

 
校内で生きものを探索。敷地内だけでもたくさんの種類を

発見。生きものには大きく分けて、水、食べ物、すみか、空間

の４つが必要。バランスが少し崩れただけで、生態系には大

きな影響がでてしまう。続いて、外国のゴキブリやトカゲ、ク

ルミの実の形を観察。類似種や同じ種でも環境の違いで見

た目には大きな違いがでる。多くの生きものの工夫の歴史で

もある遺伝的多様性を未来に残していくことが大切。 
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体育館で講座ごとに活動内容を発表したあと、各講座

に分かれてこの一年間に見たこと感じたことを振り返りまし

た。恥ずかしそうに感想を発表する生徒さんですが、楽し

かった、面白かったという感想のほか、生きものや自然を

大切にしていきたいといった頼もしい発言も。お忙しい中、

出席していただいた講師の皆さまからは、未来を担う中学

生への期待を込めた激励のお言葉をいただきました。 

 

 第７回  第８回 長野県烏川渓谷緑地 
烏川渓谷緑地市民会議 

安曇野環境市民ネットワーク座長 
ほか 講師の皆さま 

 第５回  第６回 安曇野地球温暖化協議会 
安曇野市消費者の会 

マイ箸づくりサポートボランティア 

先生にも生徒にも大変好評でした。ご協力いただいた団体、講師の皆様、誠にありがとうございました。 

事務局では環境学習の講師にご協力いただける団体・個人を募集しております。 

こうした機会に生徒たちに指導したいという方がおられましたら、お気軽に事務局までお声がけください。 

（安曇野環境市民ネットワーク事務局） 安曇野市役所 市民生活部 環境課 

〒３９９－８２８１ 長野県安曇野市豊科６０００番地  

電話：０２６３-７１-２４９２（直通） / FAX：０２６３-７２-３１７６ / E メール：kankyou@city.azumino.nagano.jp 


